
つぶ餡を挟み込みあっさりと品良くまとめたもなか

格式を重んじるシーンで使いたい

三百年超の伝統を紡ぐ鶴屋八幡の銘菓

大丸心斎橋店 本館地下１階 「鶴屋八幡」

大丸心斎橋店 食品担当 間林
かんばやし

七郎 

鶴屋八幡は、初代の奉公先であった元禄年間創業の「虎屋大和

大掾藤原伊織」という上方の有名老舗菓子店の製法を継承し、文

久三年（1863年）、大阪の高麗橋に暖簾を掲げたのが起源です。

江戸時代につくられたいわばお菓子のカタログ、「菓子絵図帖」が

20数冊も遺されており、そこに記録されたお菓子が現在も店頭に

並ぶなど、秀逸な伝統を継承している銘菓店と言えます。

餡には強いこだわりがあり、小豆の選別から製餡までを自社で手掛

けています。「百楽」のつぶ餡も、製法を継承してきた職人が選ん

だ国産の大納言小豆をじっくり丁寧に炊き上げ、あっさりと仕立て

あげました。小豆の美味しさを堪能できる、手土産のロングセラー

商品です。遠方のお客様へのお心遣いにいかがでしょうか。

東京でもよく知られる和菓子の鶴屋八幡は、元禄時代から数えて320有余年の伝統を誇る老舗

中の老舗です。鶴屋八幡の代表銘菓といえば「百楽」。厳選された国産大納言小豆をじっくりと丹

念に炊き上げたつぶ餡が絶妙の味わいです。百楽のもなか皮には縦横に筋が入っており、四つに

割って一口サイズでお召しあがりいただけます。大阪土産としてぜひご利用ください。

江戸時代から伝わる菓子絵図帖

もうすぐ夏季限定「塩入り百楽」の販売
が始まります。室戸岬沖海洋深層塩を
隠し味に入れることで、夏場でもあっさり
とした味わいに仕あがっています。

（販売期間6月～8月の限定商品）

百 楽

百貨店バイヤーがチョイスした季節が感じられるお菓子をご紹介。
お客様へのちょっとした手土産としてもおすすめです。 5月皐月

May

２０２３年３月１０日、大阪産業創造館にて開催 

「ＴＣＦＤ」について情報共有・意見交換 
地球温暖化対策、カーボンニュートラルが重要視されるなか 

自社の取り組み内容や、気候変動が経営に与える影響を開示することが求められています 

その開示方法・ルールの国際的な取り決めが「ＴＣＦＤ提言」と呼ばれるものです 

環境管理部門、総務やＣＳＲ担当者など 23 名が出席 

参考情報 環境省では、ＴＣＦＤ・脱炭素経営について各種ガイドブックを作成し、ホームページ

で全文を公開しています。 https://www.env.go.jp/earth/datsutansokeiei.html

環境対策専門委員会は、大阪府工業協会の会員企業において環境管理、環境保全に携わる

部門の責任者および実務者で構成しています。昭和 40 年代の発足当初は公害防止対策の協議

が主目的でしたが、近年は企業の社会的責任としての環境対策のあり方、あるいはその取り

組みに関する情報開示などをテーマに、意見交換や情報共有する場として活動しています。

コロナ禍でしばらく休止しておりましたが、このたび以下の内容で委員会を開催しました

ので本誌面にてご報告いたします。

開催レポート

協会活動報告記事

今回は、環境省近畿地方環境事務所から環境専

門調査員の方をお招きし、「ＴＣＦＤを活用した企業

価値向上に向けて」と題してお話しいただいたあと、

質疑応答・意見交換などを行いました。 

ＴＣＦＤについては 42％の方が「大いに関心があ

る」、47％の方が「関心がある」と答えられ、避けて

通れないテーマになっていることが伺えました。 

一方で、どんなデータをどこまで開示すべきか、財

務面への影響を数値化するのは困難、経営層の理

解や社内の合意を得るのは難しい、などの悩みも聞

かれ、対応に苦慮されている実態も浮かびあがりま

した。環境省の担当者は、実践事例が少なくまだ多

くの企業が手探りの状態にある、環境省からの情報

発信も参考にしてほしいと話されていました。 

TCFD提言に沿った情報開示

に向け、企業の気候関連リス

ク・機会に関するシナリオ分析

を行う具体的な手順を解説。 

中小企業が取り組むメリットを

紹介するとともに、省エネや再

エネの活用や削減対策の計画

への取りまとめ等の検討手順を

整理。 「事例集」では中小企業

の取組事例（環境省支援事業

参加 28 社）を掲載。 

◀

▶

ＴＣＦＤのロゴ。これから
目にする機会が増えるこ
とでしょう。 
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